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はせさんずは会員制のたすけあいの会です。入会随時受付！
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ＮＰＯ法人たすけあい大田はせさんず
理事長 桟敷 洋子

〒146-0082 東京都大田区池上4-28-3

はせさんず（会員制） 03-5747-2610

ヘルパーステーション 03-5747-2816

ケアサポート 03-5747-2800

デイホーム 03-5747-2660

元気かい 03-5747-2605

ＦＡＸ専用 ０３－５７４７－２６２０

ＮＰＯの非営利活動にご寄付ご支援をお願いします

は
せ
さ
ん
ず
は
池
上
４
丁
目

(

徳
持
北
町
会)

に
移
転
後
、
１
階

で
デ
イ
ホ
ー
ム
を
、
２
階
で
会
員

制
た
す
け
あ
い
や
介
護
保
険
事
業

所
等
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
際
は
、
す
み

や
か
に
利
用
者
・
職
員
が
避
難
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

地
元
自
治
体
の
取
り
決
め
や
地
域

の
防
災
体
制
を
確
認
し
、
地
域
の

一
員
と
し
て
課
題
等
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
田
区
で
は
、
区
立
小
・
中
学

校
87
か
所
と
区
施
設
４
か
所
を
避

難
所
と
し
て
指
定
。
そ
の
一
つ
が

蓮
沼
中
学
校
。
防
災
備
蓄
倉
庫
を

設
け
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
・
粉
ミ
ル
ク

な
ど
必
要
最
小
限
の
食
糧
や
日
用

品
を
備
蓄
し
、
簡
易
便
器
用
紙
オ

ム
ツ
な
ど
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
蓮
沼
中
学
校
の
避
難
場

所
は
２
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、

お
ん
ぶ
ひ
も
な
ど
の
避
難
誘
導
時

の
搬
送
用
具
は
あ
る
も
の
の
、
階

段
避
難
車
や
介
護
用
担
架
も
な
く
、

さ
ら
な
る
備
品
の
検
討
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

徳
持
北
町
会
は
防
災
部
を
組
織

し
、
徳
持
神
社
で
消
火
栓
の
点
検

と
消
火
訓
練
、
蓮
沼
中
学
校
で
防

災
活
動
拠
点
訓
練
を
そ
れ
ぞ
れ
年

１
回
実
施
。
避
難
警
戒
レ
ベ
ル
３

(

高
齢
者
等
避
難)

が
発
令
し
た
場

合
は
、
同
中
学
校
で
避
難
所
担
当

の
大
田
区
職
員
と
と
も
に
避
難
所

運
営
に
あ
た
る
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
蓮
沼
中
学
校
が

町
会
区
域
よ
り
離
れ
て
い
る
た
め

町
会
員
・
家
族
の
防
災
訓
練
参
加

者
が
少
な
く
、
避
難
所
の
状
況
や

避
難
ル
ー
ト
を
体
験
し
て
い
な
い

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

災
害
発
生
で
道
路
が
分
断
さ
れ

た
り
、
液
状
化
で
車
の
走
行
が
不

可
能
な
場
合
に
避
難
所
ま
で
車
椅

子
を
押
し
て
行
け
る
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
想
定
の
も
と
に
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
、
各
持
ち
場

で
方
針
を
取
り
決
め
て
お
く
こ
と

が
大
切
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

はせさんず地域(池上四丁目)の災害危険度認識

地震による火災の想定

大田区ハザードマップ(震災編)の「東京湾北部地震

における焼失棟数分布」によると、池上四丁目は250ｍ

×250ｍあたり焼失棟数が６段階の上から２番目にあた

る50～100棟の地域。延焼火災が発生する可能性がある

場合はすみやかに避難する必要がある。

地震による建物倒壊の被害想定

同マップの「東京湾北部地震における全壊建物棟数

の分布」では、250ｍ×250ｍあたり全壊棟数が５段階

の３番目にあたる10～25棟であり、はせさんず事務所

も含めて建物が全壊することが想定される。

液状化

液状化とは地下水を含む地盤が強い揺れによって泥

水のようになる現象。「都心南部直下型地震(M7.3)の

想定」は、液状化危険度「やや高い」区域である。

津波

はせさんずは多摩川や呑川の間に位置しているが、

「南海トラフ巨大地震における津波の最大浸水深の分

布」によると、避難を要する地域ではないと予想され

ている。家屋倒壊等氾濫想定区域・土砂災害(特別)警

戒区域には該当しておらず、また浸水想定0.3ｍ以下で

あり水平避難・垂直避難の必要性はない。(建物倒壊の

危険性が危惧されるが)まず屋内待機が一案となる。

風水害

台風や豪雨などで、呑川が増水することがある。

ス
テ
ッ
プ
０

備
え
る

緊
急
時
に
備
え
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ホ
な
ど
を
用

意
し
、
職
員
間
の
連
絡
網
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
利
用
者

や
事
業
所
職
員
が
待
機
す
る

よ
う
な
状
況
に
備
え
、
飲
料

水
、
簡
易
保
存
食
、
発
電
機

な
ど
を
準
備
し
て
お
く
。

ス
テ
ッ
プ
１

災
害
情
報
を
知
る

①
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ

レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
放
送(

=

リ
モ
コ
ン

の
ｄ
ボ
タ
ン
）
な
ど
か
ら
の
情
報

収
集
。
②
大
田
区
か
ら
の
情
報
を
、

区
防
災
ア
プ
リ
、
区
防
災
ポ
ー
タ

ル
や
区
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
を
ス
マ
ホ
等
に
登
録
し
て
お

い
た
り
、
戸
外
放
送
さ
れ
る
防
災

行
政
無
線
に
留
意
し
た
り
し
て
収

集
す
る
。
呑
川
に
設
置
さ
れ
て
い

る
定
点
カ
メ
ラ
の
水
位
状
況
を
万

一
に
備
え
て
確
認
し
て
い
く
。

ス
テ
ッ
プ
2

伝
え
る

屋
内
の
利
用
者
・
職
員
に
伝
達

す
る
と
同
時
に
、
外
出
中
や
屋
外

で
活
動
中
の
職
員
に
、
ス
マ
ホ
連

絡
網
な
ど
で
情
報
伝
達
す
る
。

ス
テ
ッ
プ
3

逃
げ
る

気
象
庁
の
大
雨
・
洪
水
・
高
潮

注
意
報
・
警
報
な
ど
、
「
警
戒
レ

ベ
ル
３
」
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
避
難

行
動
を
開
始
す
る
。

はせさんず避難の基本

地

域

防

災

を

知

る

災

害

発

生

時

に

ど

の

よ

う

に

避

難

す

る

か

一時集合場所・避難場所・避難所

大田区では自治会、町会別に設

定されている。はせさんずのある

徳持北町会の場合

◇集団で避難するための

一時(いっとき)集合場所

徳持神社（はせさんずから直線

距離 約640ｍ）

◇避難場所(大火災から身の安全

を確保し、火の衰えを待つ場所)

池上本門寺一帯(同 約450ｍ)。

風水害が同時発生した場合、呑川

の増水で霊山橋を通行できるかど

うかによって変わる。

◇避難所(住む家を失った人が

一時的に避難生活を送る施設)

蓮沼中学校(同 約530ｍ)

はせさんずから避難する場合は、

距離や避難後の対応を考慮し、徳

持神社へは行かず、避難所の蓮沼

中学校に直行する予定。

池上本門寺

池上駅

蓮沼中

池上通り

東
急

池
上
線

吞川
霊山橋

避難経路図

はせさんず

避難場所
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はせさんず各部門スタッフより 聞いて！ 聴いて！ ※発行が当初の予定より遅くなり執筆から時間を経た記事があります

デイホーム

今年も桜の季節がやっ

てきました。毎年、多

摩川の土手の桜と、地

面一面に咲く浜大根の

花の風景にわくわくし

ます。年齢とともにあ

と何回この風景を見る

ことができるのかと思

いながら歩くようになっ

てきました。「けふま

での 日はけふ捨てて

初桜」これは私の好き

な俳句の一つですが、

また新しい季節、心機

一転、がんばろうとい

う気持ちになります。

今年は少しゆっくり花

見ができそうで楽しみ

です。 (太田眞美)

会員制たすけあい活動

以前ある本に「欧米

では企業の紳士が移動

の不自由な人の送迎を

自分の車で当然のよう

にしている」とあり、

いつかは自分もと思っ

ていたところ、区の施

設でボランティア送迎

ドライバー募集のチラ

シを見つけました。そ

れまでの30数年間の会

社、業界という狭い世

界から、こちらの高齢

者、障害者とのかかわ

りの中で新たな学びを

日々感じつつ、この志

高い活動の手伝いがで

きることに大変感謝し

ています。(小平康人）

ヘルパーステーション

久しぶりに休日の多

摩川沿い、１時間ほど

気持ちのよい散歩を楽

しみました。河川敷で

はサッカー・少年野球

などで人々が汗を流し、

小学校低学年の子ども

が打ったあとうろうろ

しているのにコーチが

指示するのもほほえま

しく思わず見入ったり、

車椅子で散歩する人に

会ったり。何気ない日

常の風景は、災害・争

いごとの続くなかで貴

重な時間に思えました。

もちろん散歩のあとは

おいしいコーヒーを飲

みました。(平尾淑江)

ケアサポート

夏の旬といえば、枝

豆、オクラ、胡瓜、ト

マト、茄子、スイカ、

葡萄、メロン、穴子、

鰻、鮎、鰯、カマスな

どが挙げられます。こ

れら旬の食材は夏を乗

り切るために必要なビ

タミンやカリウムを多

く含んでいます。ビタ

ミンは疲労回復、免疫

の向上、カリウムは脱

水・熱中症予防効果が

あります。さあ、さあ、

おいしいものをみんな

で大いに食べましょう。

大いに楽しみましょう。

そして夏を乗り切りま

しょう。(小室恵美子)

元気かい

元気かいに携わりは

や20数年。パソコン教

室、絵手紙、太極拳、

歌の会、英会話、遠足

のバスツアー、工場・

飛行場・市場等見学会、

講習会、映画鑑賞、美

術館、「題名のない音

楽会」鑑賞、さらに大

田フェスタでのフリー

マーケットのお手伝い

など、多様な展開があ

りました。今、私は健

康麻雀にはまっていま

す。句会も12年、最近

はテラッコ池上での開

催ですが、先日は池上

梅園に吟行句会したば

かりです。(久野 孝子)

■
世
の
中
に
貢
献
し
た
い

定
年
退
職
後
1
年
は
ゆ
っ
く

り
し
て
、
そ
の
後
は
世
の
中
に

貢
献
で
き
る
仕
事
を
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
た
と
き
、
友
人
が

「
は
せ
さ
ん
ず
」
の
ヘ
ル
パ
ー

を
し
て
い
た
の
で
紹
介
し
て
も

ら
い
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
同
行
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

責
任
者
の
ま
ね
を
す
る
だ
け
で

１
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。
そ
の
頃
の
サ
責
の
皆
さ
ん

の
利
用
者
へ
の
上
手
な
接
し
方

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
入
院
で
経
験
し
た
こ
と

60
歳
代
中
頃
に
手
術
を
し
て
、

１
か
月
半
の
入
院
生
活
で
は
腰

の
辺
り
に
管
を
2
本
付
け
半
月

ほ
ど
寝
た
き
り
状
態
で
し
た
。

看
護
師
さ
ん
た
ち
の
オ
ム
ツ
交

換
や
清
拭
は
早
く
て
ス
ム
ー
ズ

で
気
持
ち
よ
く
、
す
ご
い
と
感

じ
ま
し
た
。
同
じ
身
体
介
護
を

提
供
す
る
介
護
職
だ
か
ら
こ
そ

わ
か
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

■
リ
ハ
ビ
リ
は
自
分
で
が
ん
ば
る

管
が
は
ず
れ
て
か
ら
の
リ
ハ

ビ
リ
は
大
変
で
、
最
初
は
一
歩

も
自
立
歩
行
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
退
院
す
る
頃
に
は
杖

歩
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

医
師
か
ら
勧
め
ら
れ
た
リ
ハ
ビ

リ
病
院
を
、
自
力
で
が
ん
ば
り

ま
す
と
断
り
ま
し
た
。
帰
宅
し

て
か
ら
は
、
家
事
や
毎
日
の
杖

を
つ
い
て
の
散
歩
な
ど
で
徐
々

に
体
力
も
つ
き
、
身
体
の
バ
ラ

ン
ス
も
よ
く
な
り
、
自
力
歩
行

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
ヘ
ル
パ
ー
を
続
け
て
い
く

入
院
か
ら
３
か
月
後
に
は
仕

事
へ
の
復
帰
が
か
な
い
ま
し
た
。

た
だ
、
入
院
前
ま
で
は
で
き
て

い
た
オ
ム
ツ
交
換
や
力
仕
事
、

遠
距
離
の
自
転
車
で
の
移
動
が

必
要
な
支
援
な
ど
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
守

り
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
気
も
し

ま
す
が
、
こ
の
先
も
利
用
者
と

の
会
話
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
活
動
日
誌

石
田

博
子

■
事
務
局
だ
よ
り

4
月
か
ら
鈴
木
陽
子
さ
ん
が

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任

者
と
し
て
入
り

ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

ま
た
、
3
月
末
で
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
の
平
山
明
美
さ
ん
が
退
職
し

ま
し
た
。

介護保険

ケアサポート

ケアマネジャー募集

問い合せ 清水5747-2800

・勤務 月曜日～金曜日
原則9:00～18:00

勤務日、時間は応相談
・指定の研修受講料等は

法人負担
・主任ケアマネは優遇

会員制たすけあい

移送サービス

活動会員募集

問い合せ 内山5747-2610

・普通免許でOK
・自家用車または
はせさんずの車両を
使用できます

・指定の研修(1日程度)
受講料は法人負担

・謝礼 1時間850円から

介護保険

デイホーム

ドライバー募集

問い合せ 岡田5747-2660

・勤務 週1～2日
1日6時間程度

・利用者の朝・夕の送迎
および午後の外出

・車両 キャラバン
普通免許でOK

・時給 1時間1200円

■
特
定
相
談
支
援
事
業
開
始

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

4
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
計
画
を
作
成
す
る
事

業
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
相
談

支
援
専
門
員
は
榎
拓
巳
。

３
月
23
日(

土)

、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
老
い

の
工
学
研
究
所
」
理

事
長
の
川
口
雅
裕
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、

大
田
区
立
池
上
会
館
第
２

会
議
室
で
開
催
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
方
や

環
境
を
研
究
し
て
い
る
川

口
さ
ん
の
話
を
楽
し
み
に

し
た
参
加
者
が
多
数
集
ま

り
ま
し
た
。
参
加
者
45
名
。

柔
ら
か
な
関
西
弁
で
ジ
ョ
ー

ク
を
交
え
な
が
ら
の
わ
か

り
や
す
い
説
明
は
大
変
好

評
で
、
「
講
演
会
に
参
加

す
る
こ
と
も
交
流
の
一
つ
」

と
の
話
に
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、
は
せ
さ
ん
ず

機
関
紙
『
百
日
草
』
に
掲

載
し
ま
す
。

第25回はせさんず講演会

「隣近所、みな高齢者」という社会で

あなたはどう生きますか？

-高齢者に不可欠なのは、本当に「医療・介護」なのか!?-

徳
持
神
社
を
訪
ね
て

徳
持
神
社
は
災
害
時
に

お
け
る
徳
持
北
町
会
の
一

時
集
合
場
所
で
す
。
宮
司

の
大
村
忠
さ
ん
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

「
一
時
集
合
場
所
と
い

う
の
は
『
い
っ
と
き
』
利

用
す
る
も
の
な
の
で
神
社

や
社
務
所
な
ど
建
物
に
入

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

境
内
に
集
合
し
た
後
、
避

難
場
所
へ
移
動
し
て
も
ら

い
ま
す
。
備
蓄
や
宿
泊
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
宅

困
難
者
が
出
た
ら
対
応
し

ま
す
が
、
境
内
に
は
鳥
居

や
灯
篭
な
ど
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
も
の
も
存
在
す
る

た
め
、
長
居
す
る
こ
と
は

想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」

と
の
こ
と
。
実
際
に
東
日

本
大
震
災
で
は
灯
篭
が
倒

壊
し
た
そ
う
で
す
。

一
時
集
合
場
所
と
し
て

利
用
し
、
早
め
に
避
難
場

所
等
の
安
全
な
場
所
へ
移

動
す
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
大
村
さ
ん
は
「
地
域

は
助
け
合
う
も
の
。
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
す
」

と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
堀
越
）


